い 涙が T J みあげ てきた のであった。 

安川 夫妻 は 母の 家に 寄食して ゐた。 正確に は 兄の 家 

と 言 ふべき であるが、 兄 は 死に、 嫂 も 死に、 三人の 子 

供の みが 残された 家で は、 母が 金 を まもって ゐた。 安 

川 は 自分の 母 をお たき 婆あと よんで ゐた。 はじめ 松 江 

がお たき 婆あと よんだ ので ある。 おたき は 松 江 を きら 

つて ゐ たので、 松 江 はおた きを 憎んで ゐた。 安川 は 松 

江の 立場が 可哀 さう だと 思った ので、 自分 も 忽ちお た 

き 婆あと よぶのであった。 

安川と 松 江が まがりなりにも 一 戸 を 構へ てゐた 時の 



、- つ わ 

佯 ら ざる 本心が 咄嗟に あらゆる 計算 を ふみ はづ して 

その 全貌 を 暴露して ゐた。 一 日の 米に 価 ひしない 子供 

であった。 頭の しんへ 突きぬ ける 傷の 痛 さに 泣き 狂 ひ 

ながら、 子供 は 母の 心 を 知り、 茫然 己れ を 失 ふやうな 

竦む 思 ひ を 感じつ づけた。 こぼれた 飯の 惜し さに も 価 

ひしない 見棄 てられた 傷が、 自分に かく も堪 へがたい 

苦痛 を 与へ てゐる ことが、 奇妙な 皮肉に 思 はれて、 自 

虐 的な 滑稽 感 とめ くるめく 憤怒 を 覚えた。 

その後 子供 は 憎しみに も 倦み疲れ はてて 生長した。 

憎しみの 代りに 倦怠 だけが ある ほどだった。 母の 問 ひ 

に 答へ る 時 ほどつ ッ けん どんな 場合はなかった。 同じ 



日の こと は 忘れて ゐ たので、 安川 は 気に もとめずに 顔 

を そらして 歩き だした。 とつぜん 牛乳 配達 は 追 ひつく 

やうに 急ぎながら 声をかけた。 君 はこの 家の 書生 かね 

居候 かね、 と。 安川 は うんと 答へ た。 君 はう ちの 店に 

働く の だら うと 男 は 言った。 いや、 ほかの 仕事が あつ 

たから、 君の 店 はよ す ことにし たと 安川 は 答へ た。 そ 

して 二人 は 別れた のだった。 

安川 は 怒りと 悲しみに むしろ 茫然と したので あった _ 

昨日 話 を もちだす 前に、 母 はすで に 牛乳屋と 殆んど 確 

定 的な 契約 を 結んで ゐ たに 相違なかった。 しかも 何 気 

ない あの 空々 しい 話ぶ りよ！ しかも 更に 妖怪 的な 凄 



望に すぎない もの を 身勝手な 手数 を かけて 深刻め かし、 

連夜の 耽溺が はじま つてから は、 松 江の 屢々 思 ふこと 

はた y 復謦 とい ふこと だった。 復謦の 手段に 思 ひつく 

の は、 ほかの 男と 幸福に くらし、 安川に 思 ひ 知らして 

やる ことだった。 

松 江 は 日中の 多くの 時間、 ほとんど 昼 夢に 耽って ゐ 

た。 何も 知らない 娘のと き 結婚 を 申出で た 男が あった。 

男に 不足が ある わけで はなく 結婚に 興味がない ので 拒 

絶した。 その後 安川と 知り合って 親の 許さぬ 同棲 をし 

たの だ。 男 は 著名な 会社に 務めて 地位 も 上り、 今 も 独 

身で ゐ ると、，， ふ 噂であった。 その 噂 を 松！； H は 確 11目 する 



のであった。 松 江の 昼 夢 は 描く の だ、 男が 自分 を 奪 ひ 

にくる、 自分の 幻の 生々 しさが 男に 独身 を 通させた の 

だ、 強奪して もと 男 は 思 ふ、 もはや 我慢が できない の 

だ。 そして 二人 は 幸福になる。 —— 然し 松 江 は 気付く 

のだった。 どの 空想 も 二人の 幸福 を 結びに してめ でた 

し/^ に 終る こと はない ので ある。 われ 知らず 昼 夢に 

沈み、 はたと 自分に 返る 時 は、 それ は 必ず 逞しい まで 

憎しみ を こめて 安川に 思 ひ 知らして ゐる 時だった。 新 

婚の 幸福の 図 は 稀薄で ぁリ 記号の 如く 痩せて ゐ るのに、 

安川に 思 ひ 知らせる 憎しみの 図 は 肉感の 逞し さ 生々 し 

さに 溢れて ゐた。 所詮 は 夢で ある ことの 虚し さ。 彼女 



は それに 気付く とき、 心 静かな 日 は 安堵し、 心に 波の 

騒ぐ 日 は 狂気の 如く 現実 を 憎んだ。 

安川の 親しい 友に 遠山と いふ 男が あった。 安川 は 彼 

を まことの 悪党と よんだ。 それ は 一種の 愛称だった。 

己れ を 愛す ことのほかに は 誰 を 愛し もで きない 男。 己 

れに 向ける 厳しさの ために、 彼 は 孤独 を 得た ので あつ 

た。 自己の み 一人の 人間で、 他人 は 物にすぎ なかった。 

さう い ふ 意味の 冷血 を 意味す ると- J ろの 悪党 だ つ た。 

遠山 の 苛烈な 姿が 松 江 の 苛酷な 現実 へ 影絵 の やうに 

やがて 移り 住んで きた。 日毎々 々 の 松 江の 昼 夢に 彼女 

自身 も 過程に 気付かぬ 変化が きて、 古い 男の そらごと 



たの だ。 

タツノ 一 行の 襲来に はじきだされた 松 江 は、 雑草の 

繁み をよ けながら、 広場の 中 をぐ るぐ る ま はって ロ惜 

し 泣きに 泣いて ゐた。 あの 悪党 は ひと を どこまで 虐め 

つけたら 気がすむ とい ふの だら う。 昔 は 人 を 死刑に し 

て も 憎み 足りない 気持の 時 は 屍体に 侮辱 を 加へ たとい 

ふが、 安川が 自分に 与へ る 侮辱に はま さしく 自分の X 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

X X X X、 蛇に いちばん ふさ はしい 残忍 さ だけ 感じら 

れて、 その 恐し さに ぶるぶる 顫へ てし まふの だった。 



あしおと 

その 跫音 のうる ささが、 松 江に 一 生 忘れる ことので き 

ないやうな 怖い 思 ひ を 感じさせた。 

遠山 は 不在だった。 はりつめた 気が いちじに 弛んだ 

思 ひがした。 それでよ かった と 自分に 言った。 とに か 

く 此処まで 来た ことで 気持 は 充分 済んで ゐ ると 思 ふの 

だった。 然し 手紙 を 書き残さねば ならない やうな 心 残 

りが、 ぼんやり 頭にから みついて 離れなかった。 松 江 

は 廊下の 窓に 凭れて、 外の 景色 を 眺めて ゐた。 そこへ 

遠山が 帰って きた。 

松 江 は 遠山に 会って みると、 その 時までと はまる で 

違った 自分自身 を 見出した。 彼女 は 泣き もしなかった _ 



は 自分に 無意味な 課題 をお しっけ やうと して ゐ るので 

す。 それによ つて 生存す る 自分自身の 姿 を 見た リ、 ま 

たは 自分の 生命と でもい ふ もの を 意識し ようとい ふの 

です よ。 無意味に よ つ て 意味ら しきもの をつ くりだす 

この 惨めな カラク リの ほかに、 我々 はさう 易々 と 自分 

自身の 生存 を 生命 を 意識す る 方法 を もとめる， J とがで 

きないの です。 しかも 彼に は 仲の わるい 母親 も あり、 

あなた もあります。 あなた や 母親が タツノに 親切な 害 

はない から、 彼 は タツノ を 養 ふために 家庭と いふ 古い 

秩序と 戦ったり、 とにかく 大きな 努力 を 払 ふ 必要が あ 

ります。 家庭の 破壊 を 賭け、 ひいては 自身の 破壊 すら 



賭ける ことの 苦痛と 混乱に よって、 生きる 意味と 情熱 

を 認識し ようとい ふ、 これ も 亦 彼 自らの 気づかざる、 

あるひ はむしろ 知りす ぎる ほど 知りぬ いた、 悲惨な 力 

ラクリ の ひとつで せう。 最も 無意味な 課題に よって 秩 

序 や 習慣と 争 ひ、 た だ 情熱と 混乱 を もたらす， ，- とが 必 

要だった にすぎない のです。 軌道 を 忘れた 浪曼 精神の 

魔術です よ。 然し Y J んな 情熱 や 浪曼的 心緒が 永続す る 

害はありません から、 むしろ 彼に 逆ら はず ほったらか 

してお いたなら、 情熱の やりばに 困って 悲鳴 を あげて 

しま ふでせ う。 さう する ことが 賢明です」 

遠山の 説く 分析が 思 ひ あたらぬ ことはなかった。 否 



気がした。 

「それ は 思 ひ 違 ひです」 と、 再び 松 江に 分りき つて ゐ 

る こと を、 遠山 は 言 ふので あった。 

「それ は あなたの 我儘です。 かう いふ 出来事が あなた 

にと つて 口惜しい こと は 分って ゐ ますが、 口惜し さ を 

さう まで 甘やかす の は あなたの ためにと りません。 自 

らの 手で 自分 を 不幸に する ことです から。 安川 は、 要 

する に、 そんな 女 を 引取った リ しなければ どうに も 足 

搔 きのつ かない どん底まで 追 ひ つめられて ゐ るので す。 

勿論 あなたに、 それ をいた はる 義務 や 責任 はないで せ 

うけ ど I 



安川 は 松 江に 不倫 をな じられ るた びに、 事実無根で 

ある こと を はっきり 言へ る 自分の 心の 動き 方 を 顧て、 

これまでの 算 へきれ ない 女の 事情に 比べれば、 タツノ 

に 限って XXXXX で すらな いこと が は つきり 分 つ て 

くるので あった。 彼の 場合に こんな こと は 稀だった。 

それ をす かさず 利用して、 鬼の 首で もとった やうに、 

事実無根 である こと を 図に 乗りす ぎた と 思 はれる ほど 

得々 と、 あまりい い 気に 言 ひき つて ゐる 自分の 姿が 滑 

稽に すら 見える のだった。 そのうちに 連日連夜の 同じ 

答が うるさくな つ て、 まるで 鼻唄 をう なるやう に 答へ 



る 習慣に なって ゐ たが、 彼の 心の 張 リ方も 同じ 惰性で 

もはや 鼻唄の たぐ ひであった。 鼻唄が むしろ 彼の 本性 

を教 へて くれたの であった。 いっと 分らぬ 時間のう ち 

に、 タツノの 痩せた 肉体 も、 また 熄 みがたい XXX 対 

象で あると 彼 は 知った。 

もともと 彼 は タツノ を 愛して ゐ なかった。 然し 不快 

な 存在ではなかった。 いかに 彼が 酔狂で も、 不快と 知 

つて 引取る 害はなかった の だ。 彼 は タツノ を 引取る 結 

果、 疲れ はて 追 ひ つめられた 日常に 一道の 朝の 光が 射 

してきて、 色 さめ はてた 内部 外部に 新鮮な 蘇生の 息吹 

が もどる やうに 考 へた。 然し タツノの 人柄 は、 恐らく 



の 色は蠟 人形の 鈍い 死 色 を 宿して ゐ たが、 面長の その 

輪郭に 安川 は 幼稚と 高貴 を 読んで ゐた。 とはいへ 女の 

魅力はなかった。 然し 安川 は それでよ かった。 誰の 眼 

に 美しから ぬ もので あらう と、 すべて は 彼の 受け取り 

やうに あつたの だから。 さう して 彼の 見る ところでは 

宿な しの 肺病 やみの 意地 わるの 陰気な 娘 を 引取って 養 

ふとい ふこと がらが、 やっぱり 蘇生の 朝の 光を迎 へる 

もとで ある やうな 勇みき つた 思 ひがした の だ。 第 一 彼 

は 亢奮した。 思 ひっきに すっかり 酔って しまって ゐた _ 

彼 は タツノに 話しかけ、 タツノの 方に は 返事 もない の 

に、 自分 一人の それ もなん だか わけの 分らぬ 激情の た 



られ たためし なく、 愛し もしない 一 人の 女に 執拗な ほ 

ど さ さげら れてゐ る こと を 見て、 松 江 は 嫉妬 に 苦しむ 

よりもむ しろ 優越 を 感じる の だ。 タツノに ささげる 献 

身 は 愛と X X の 証明で なく 愛 もな く、 XX もない 証明 

だった。 人間関係で あるよりも 小児と 玩具の 関係の や 

うな 思 ひがした。 そんな 惨めな 関係 を、 自分 だけ は 安 

川に 拒みつ づけて きた やうな 思 ひがして、 自分に 拒ま 

れた 腹い せが このて いたらく である やうな 優越感と 軽 

蔑 を 感じた。 自分 だけが 虐めら れてゐ たからで なく、 

安川 も 自分に 虐めら れ、 復謦 されて ゐ たの だと 考 へる 

の だ。 死んでも あいつに 愛されて やる もの か。 あの 悪 



ひ 返されて ゐた 害の タツノであった。 宿がない から 安 

川が 引取る やうな 気まぐれな 思 ひっきに もな つたの だ _ 

噓に きまった 話な ので、 安川 は それに とりあ はず、 と 

にかく ここで ゆっくり 養生す るの がいいよ と 気のない 

返事 を 眩く と、 タツノ は 急に まっかに 怒って、 自分 を 

伯父に 会 はせ ない 気で ゐる のかと 狂気の やうに 喚いた 

あげくが、 わんわん 泣いて しま ふの だった。 事 は それ 

だけで 終らなかった。 タツノ はな ほ も 泣きじゃくりな 

がら、 横 浜へ すぐ 帰る と は 言 はない から、 とにかく 伯 

父 を つれてき てと 言 ふので ある。 その 近辺で は 名の 知 

れた 工場 だから、 そこへ 行って 自分の 話 を 伝へ て くれ 



リ みたい な 女が 工場の 社長の 令嬢 だって！ 自家用 自 

動 車が 迎へ にくる と は、 言 ひたい こと を 言って やがら _ 

のぼせ あがる の も ほどが あるよ。 だいたい 言 はせ てお 

く 人が まちがつ てるの さ、 ばかくし くって 話に なり 

やしな いぢ やない か！」 

松 江 は 涙に 眼が くらんだ。 もしも タツノが 相手に な 

るなら、 いや 安川が タツノの 味方 をしても いい、 二人 

を 相手に 血 まみれの 暄曄 をす る 気で 息 をのんで 突っ立 

つて ゐた。 

安川 は 松 江の 相手に ならなかった。 タツノの 相手に 

もなら なかった。 投げつ けられて 当った 物が 多少の 傷 



死 身の やうに 敢て 怒り もしなければ 身 をよ け もせず、 

当る もの は 勝手に 当ら せ、 痛む 傷 は 勝手に 痛ませ、 か 

うして 黙って 立って ゐる のが とりわけ 不快な ことで も 

なく 莫迦々 々しいと も 思 はない 自分の 奇妙な 暢気 さに 

安川 はふと 気付く のだった。 俺 は タツノの 奴隸 になる 

のが 別に 不快で ない らしい と 彼 は 思った。 それ どころ 

か、 この 状態 を 自然の ままに ほったらかして おきさへ 

すれば、 自分の 中の 最も 自然な 傾向が、 タツノ を 王女 

に まつりあげ、 自分 を タツノの 奴隸に ひくめ、 動きの 

つかない どたんばへまで ずる/ \ と 落ち 放 第に 落ち こ 

んで ゆく 感じが あった。 その どたんばへ 行きつ いても 



自分 は 悔いる ことが なく、 痴呆の やうに てんで 平気で 

ゐられ る やうな、 ひどく 暢気な 気持が したの だ。 

そんな 気持 を とりとめ もな く 捏ね ま はして ゐる 一 方 

に、 彼 はまった く 違った こと を、 ぼんやり 思 ひ あてて 

ゐた。 あたかも 奴隸の 敵愾心で も あるかの やうに、 タ 

ッノの 痩せた 肉体が 彼の 劣情の 対象と なり、 その 醜悪 

な 新鮮さ を 夢の 心 持で 追 ひま はすの が、 小春日和の そ 

ぞ ろ 歩き を 思 はす やうな ひどく けだるい 快感 を 与 へ た _ 

この 醜怪 な、 驕慢な 孔雀の 羽 を 頭に つけた 鶏の やうな 

女王であった。 その 鶏 を あぶり 肉に したやうな 食慾 を 

そそる 肉感だった。 様子の 違った 驕慢の ために、 はじ 



ふやけた やうに 纏まりが なく、 厚顔無恥の あくど さや 

八十 親爺の 猥褻が ありあり 刻まれて ゐ ないかと、 彼 は 

顔 を 見られる ことが ひどく 気懸リ になり だした。 

ある 日盛りの ことであった。 安川が 二階の 書斎へ 本 

をと りに 入らう とすると、 タツノが そこに 昼寝して ゐ 

た。 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxx。 

安川 は 人 一 倍 小心で 臆病者の 自分の 本性 を 知って ゐ 

たが、 地震 だ 猛犬 だ暄嘩 だとい ふ 咄嗟にな ると 胸 は 早 



鐘 を ついて ゐても 反射的に 居 据わる 度胸が つ いたりし 

た。 案外 人に あいつ は 図太い 神経が あると 言 はれたり 

して 内心 いささか 照れざる をえぬ 破目に なった が、 さ 

う い ふ 誤魔化し のどう にも 利かない 場合が あって、 X 

XXXXXXXXX と いふ やうな ものが それの 最も 本 

能 的に 甚 しい 場合であった。 多少と も XXXXXX や 

うな 対象に は 思 はず ヒョィ と 眼 を そむける。 ゐ たたま 

ら ない 気持が して 彼 は 逃げ だす ことがあった。 それ は 

安川の 清潔 さと 凡そ ゆかりの ない ことで、 さう いふ 羞 

恥が 強いだ け 助平 根性 も 激しい わけ だと 彼 は 誰への 気 

兼ねで もな く、 自覚 せざるをえない のだった。 



タツノの X X X X 姿 をみ ると、 安川 は 咄嗟に 首 をね 

ぢ むけた。 反射的に 身体が 逆 を ふりむかざる を 得な か 

つた。 安川 は ひどく あわてて 階段 を蚯け 降り、 逃げる 

気持が とまらなくて、 階下の 部屋 を 次から 次へ ぐるぐ 

る 一 巡した あげく、 台所で は 急に 水 を 意識して、 喉の 

かわきと 全く 縁の ない 水の ひど いま づさ を嚙 みしめ な 

がら、 グイと 一 息 のんだり した。 

そこで 彼 は 改めて、 こんど は 大きな 跫音を ひびかせ 

ようと 意識しながら 階段 を 登って みたが、 跫音は 彼の 

心が 思 ふ 高さの 半分く らゐを 響かせる のが せいぜい だ 

つたし、 タツノ はいくら か 違った 姿勢で やっぱり ねむ 



りこけ てゐ た。 思 ひきって 部屋 へ 這 入 つ て 本 を 探して 

こようかと 思 はぬ こと もなかつ たが、 すくむ やうな 気 

臆れ がいきな りグッ とせ まって きて、 彼 はまた 忽ち も 

はや どん/ \ 階下へ 降りて ゐた。 ちらと 視線が 流れた 

ばかりに すぎない はずが、 まるで 眼の 中へ 焼き こまれ 

たと 思 はなければ ならない やうな 強烈な 印画で、 XX 

XXXXXXXXXXX X 視野い つ ぱいに ひろがり、 

部屋い つ ぱいの 大きさに ふくらみ あがり、 安川の 顔へ 

めがけて ゎッ とおしつ けて くる やうだった。 

彼 は 再び 階下の 部屋 を ひとつび とつ ゥ ロウ 口 ま はり 

はじめた が、 さっき 階下 をぐ るぐ る 一巡した 時には ど 



この 部屋に も 誰 一 人ゐ なかった とい ふ 印象が いきなり 

頭 を しめつける ほど 強烈に 意識に のぼり、 心の 構へ が 

突然 変って、 彼 は 部屋の 各々 に 人 気のないの をた しか 

めながら、 息を殺して 一巡した。 果して 誰の 気配 もな 

かった。 一応な にか、 とにかく 考 へなければ ならない 

ことがある やうな 気がして、 彼 は 暫く 茶の間の 中央に 

突っ立ちながら 耳を澄まして 考 へようと してみ たが、 

何も 思 ふこと はなく、 なにやら ひどく 張りき つた 空虚 

が、 め まひの やうに ぐる/ \ めぐる ばかりであった。 

彼 はとつ ぜん 血の 逆流す る 激し さとと もに、 二階め が 

けて 龃け 登った。 タツノ はも はや 目覚めて ゐた。 タツ 



ノの 大きな 鈍い 眼が ぼんやり 彼 をみ つめた こと を 見た 

ときには、 彼 は タツノ xxxxxx、 そして 胸に だき 

しめて ゐた。 

驕慢の 花 も ある 害がなかった。 現実に そんな 詩情 は 

ない ので ある。 それ は 安川の 好色 癖が、 動物 欲の 汚ら 

しさ を 救 ふために 勝手につ くった 美名だった。 

手 折らねば ならぬ、 踏みに じらねば ならぬ 驕慢の 花 

なら、 にじみで る 高貴な 構へ が 彼の 心 を 射す くめる 光 

となって 閃く ことがあって もよ からう。 そんな もの は 

微塵 もなかった。 



タツノ はまる で 彼のく るの を 待ち かねて ゐた 妖婆の 

やうに、 鼻 皺 をき ざんで 満足の 笑 ひ を 見せる のだった。 

その 表情 を 思 ひだす と 彼 は 思 はず ぞッ とした。 そのく 

せ 彼 は うづく やうな もの を、 そそりた てられる 思 ひも 

した。 たまらない 悪臭 だけが 分る のだった。 

金 を 盗む ことにしても、 さう いふ ことのあった 日の 

彼に 反抗す る やうな 或 ひ は 彼 を 揶揄す る やうな 眼 付に 

しても、 そのほかの 思 ひあがった 表現に しても、 やつ 

ぱリ タツノの 稚拙な 色情の あら はれだった。 安川が タ 

ッノに X X を 燃やさぬ うち はべ つ だん 心に かからぬ こ 

とで、 よしんば X X を 燃やす にしても その X X のなか 



つたう ち は、 それ を 驕慢の 花 ともよんで、 色 も 匂 ひも 

感じる ことができ たので ある。 それ はむしろ 驕慢の 泥 

であった と 思 ひっかずに ゐられ なかった。 タツノの 眼 

付が もはや 色情 一方の、 ほかに は 別の 人生の ない X X 

だけの 光 を 宿して、 彼の 一 挙手 一 投足を 思 ひも よらぬ 

所から ヂッと 見つめて ゐる やうな、 無智 傲慢な 執念深 

やま ひる 

い 情痴 を 感じ、 森の 妖婆 か 山 蛭に でも 執着され てゐる 

やうな、 毒 血の したたる 思 ひに 悩んだ。 

日盛りに、 人気の ない 部屋の 中で ふッと タツノに で 

つく はすと、 タツノ は 鈍い どんより とした 瞳の 底に く 

すんだ もの をみ なぎら せ、 彼 を ぼんやり 見つめ はじめ 



るので あった。 安川が タツノの 視線 を 睨み 返す と、 タ 

ッノは 忽ち 鼻 皺 をき ざみ、 最初の 一 曰の 寝姿の やうに、 

今にも X XXXXXXXXXXXXXXXXXXX だ 

つた。 安川 は 泣きたい やうな 思 ひがした。 いきなり タ 

ッノの 首 をし め、 ぐいぐい 押しつけた あげくのはてが、 

押入から 力ま かせに 蒲団 を 一 枚 ひきずりだして タツノ 

の 頭に すつ ぼり かぶせ、 無我夢中に 戸外め がけて 飛び 

だして、 道から 道 を 逃げて 走った。 

みんな 「駄目」 になった の だと 彼 は 思った。 彼の 何 

よりた まらぬ こと は、 自分の 毒 血の あくどい 臭 さが 鼻 

にからん でむん/ \ せまる ことだった。 どっち を 向い 



くっつ いた。 

老婆の つめた い 落ちつき は 今日に はじまった ことで 

はない が、 脂の やうに ねばりつく 無表情の 気配の 中に 

もな にか 解せない 感じが したので、 松 江 は 暫く 立ち去 

りかね、 やがて ヒョィ とおた きの 方 を ふりむいたら、 

おたき は 屍体の 腰の あたり を 両手で おさへ、 首 を 帯 か 

らはづ すため に 上へ 持ち あげて ゐる どころ か、 XXX 

X XXX つけて ゐた。 あっけに とられて ボン ャリ した 

松 江の 顔と、 おたきの 顔が ぶっかり あった。 おたきの 

顔 は 例の 通りの 脂の やうに ねばりつく 無表情で、 なん 

の 感晴が あると も 見えず、 XXXXXXXXXXXX 



xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxx。 

野辺の 送り も すんで から、 松 江 は 改めて 遠山に 会 ひ、 

日の たつに つれ 益々 まざ まざ 眼 先に ちらつく 悪鬼の 相 

に 怯えながら、 首つ くくりの X X X X X X 老婆の 話 を 

物語った。 

遠山 もこの 話に はちよ つと 呆れた やうだった。 然し 

彼 は 暫く ぼんやり 考へ 耽って ゐた あとで、 

「だって 僕 等が 生きぬ くから に は、 どっちみ ち 首 をく 

くった 誰か X X X グッと 引っぱって ゐ るので すよ」 
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